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IFORS (国際OR学会連盟)に Edcom (=Educaｭ

tion Committee) と呼ばれる教育委員会が設置されて

いる.筆者は1983年 9 F，lその委員に任命された.就任し

て簡もないことなので，ここの委員会について多くを知る

わけではないが，送付されてきた書街，書類毒事から知り

得た範閥で，その概要や活動状況をまとめ，日本OR学

会会員総賢にお伝えしておくことにする.以下にも述べ

るように，この委員会はもともと統制的な俊絡のもので

はなく，委員各銀人の自主約な活動を主体とするものな

ので，決議事項等もあまり明確ではないようである.ま

た，送付されてきた参考資料も，日付の古いものが多か

った.したがって，思わぬ誤解をしていないともかぎら

ないが，とにかく現在時点での報告という意味でご理解

綴いたい.

織Edcom I主， OR教育の向上によって開発途上国の発

展に資献することを目的として， IFORS 運営委員会の

もとにおかれる暫定設援小委員会である.

綾子第は実質上ゼロであり，各委員の自発的活動を基礎

として，情報交換を行なうという形がとられる. 3 年に

i 疫の IFORS 濁際会議の会鶏中には，出席可能な委員

によって会合が開かれるが，その他はほとんど大部分の

連絡会郵便にたよっている.

Brown 現委員長は 1977年以来，折にふれて Circular

Letter を各委員等に送付しておられ，これが主たる遜信

媒体になっている.また， í司氏は IFORS 加盟の各冨を

歴訪，委員会のメンバーや，学会の幹部との接触をはか

ると L づ個人的努力をしておられ，わが国にも 1983年 9

月末立寄られた.このときのことについては，次ベージ

に演を改めて書いておいたので参照してほしいe

磯委員会の委員は，委災受の推薦にもとづき， IFORS 

会主義によって任命され，所属する OR学会の代表という

よりは，個人として活動することを建前とする.一一形

式的にもこうしておかないと，万事大げさになって事が

すすまないという考えであろうと筆者は推察する.所属

ゃないひろし慶応義勢大学理工学部
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OR学会のパックアップがなければ何事もできないのは

明らかである.

委員会には，正式の委員の悠， IFORS 加盟のOR学

会に属していないメンパーとか，通信会主主として， Cirｭ

cular Letter を通じて意見の発表・交換を希望するメ

ンバ一等が加わるが，これらのメンパ…は投票権をもた

ない.一ーもっとも，投票が必要になるようなことは，

今のところまだ予想、もされていない.

畿各箆に一定の組織形態のグループを作って，活動をさ

せることは避け，それぞれの希望にしたがって結成され

たワーキング・グループを Edcom が追認してゆくとい

う方式をとる.作業は， Edcom が示すサプテーマの中

から，各国，各委員が状況に応じて選んで，それを行な

うものとする.

務過去において示された+プテー?の例としては，次の

ようなものがある. CDOR教育実態調資 ②OR教育の

方法論とカリキュラム調査 ③発展途上関からの留学生

に対する経済援助の現状調査 ③発展途上国のORに対

する需要議査 ③発主要途上思においてOR教育を行なっ

た先進国側の経験の交換・集積⑤発疑途上国側のOR

観調査 @発展途上閣のOR教育 ⑤発燦途上国におい

てORに関心をもっ人の非公式リストの作成 ⑤各国O

R学会による調査結巣の出版

殺過去において実擦に行なわれた活動の俄としては次の

ようなものがあげられる，①ドイツ諮濁の大学の経済学

部におけるOR教育に関する調査 (Müller-Merbach 教

授， Edcom 前委員長， IFORS 現会長) ②米合衆国に

おいてOR学習希望の留学生に対する経済援助の実態調

変(R. Burton, W. Lucas. S. Gupra) ③ヨーロッパ

OR学会連合における OR教育ワーキング・グループの

結成

機わが国としても， OR教育面において，発展途上?とあ

る諸国を援助することの必要性は論をまたぬところであ

ろう.しかし，兵体的には侭をなすべきか? 符が可能

か? これから，会員諸賢のお知恵を拝借しつつ微力な

がら事をすすめなければならないと怒う次第である.
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